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口永良部島火山の構造探査 
      
技術室（火山活動研究センター） 








 口永良部島火山は屋久島の北西 14 km に位








る．桜島が大噴火した 1914 年（大正 3 年）1 月
にも時を同じに活動している．その後活動を繰り
返す中，特に 1933 年から 1934 年（昭和 8・9 年）
に掛けての活動では，噴石により火口の東にあっ
た七釜部落全体が焼失し，多数の死傷者を出して
いる．近年では 1966 年（昭和 41 年）11 月に負傷者を出す噴火を，また，1980 年（昭和
55 年）9 月には，1945（昭和 20 年）年に噴火して形成された新岳火口東の爆裂火口（長
さ約 800ｍ）で水蒸気爆発が発生し多量の火山灰を出している．前後するが，著者の高山
がこの火山と付き合いだしたのは 1968 年（昭和 43 年）12 月からの噴火活動の時からで，
実に 36 年間経過した今，時の重さを感じることである． 
1-2. 現在の常時観測点 
火山活動研究センター桜島火山観測所では 1991年から新岳火口の西方 0.4 kmの地点に
地震計を設置して火山性地震の常時観測を始めた．設置当時は観測点から山麓の観測室ま
で無線伝送されたデータ（1 観測点 3 成分）をトリガー方式によりパソコンに取り込み，
ＮＴＴ加入回線を用いて桜島本所まで伝送していたが，現在は従来の点に加えて，2002
年 7 月に山頂火口周辺に 3 点（400MHz 帯域出力 0.05W 有免許の固定局）を新設し，地
震・傾斜，および噴火に伴って発生する空気振動の観測をＷＩＮシステムにより実施して









図 1 口永良部島火山の位置 
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2．火山体構造探査の歴史 
火山体構造探査計画は 1974 年から国家プロジェクトとして進められている火山噴火予






















の高山は第 1 回から 4 回まで参加し，今回を含めて 5 回になるが，他大学の技術員の中に
は全て参加している人も数名いる．また，著者の福嶋は今回が始めての参加であるが，今















1994 年 霧島火山群（鹿児島・宮崎県）   163 点 6 ショット  200・250kg
1995 年 雲仙火山（長崎県）        163 点 6 ショット  200・250kg
1996 年 霧島火山群（鹿児島・宮崎県）   288 点 6 ショット  250・300kg
1997 年 磐梯火山（福島県）        300 点 8 ショット  100・250kg
1998 年 阿蘇火山（熊本県）                298 点 6 ショット   200・250kg
1999 年 伊豆大島火山（東京都）            270 点 12 ショット  200・300kg
2000 年 岩手火山（岩手県）        330 点 9 ショット   200・250kg
2001 年 有珠火山（北海道）        288 点 7 ショット  200・250kg
2002 年 北海道駒ケ岳（北海道）         221 点 5 ショット        300kg
2003 年 富士山（静岡県・山梨県）     469 点 5 ショット        500kg
2004 年 口永良部島火山（鹿児島県）    165 点 19 ショット   10・100kg
図 2 構造探査の実施された火山
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3．準 備 
 口永良部島での構造探査においては，実施年度の 1 年前から準備が進められた．まず実
施時期の第一条件としては台風時期を避けることである．島に渡ってから台風が来たら日
程そのものが大幅にずれ込んで場合によっては島全体が食料不足に陥ることもありうる．
それらを考慮して実施日を 2004 年 11 月初旬に設定し，そこから逆算して作戦が始まる． 
3-1. 観測側線とショット点（現地において） 




































写真 1 地震計 L-22D 
 
写真 2 データロガーLS8000SH 
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3-3. 船便の予約 
 観測機器の設置など現地での移動は公用車（またはレンタカー）による．今回の観測で







 島における 2004 年の構造探査実施については早々から上屋久町を通して島民にも通知
してもらい，民宿などには出張の折り 11 月初旬には島の民宿と旅館は全て貸し切になる
ことを言ってあったので大きな混乱は避けられると確信していたが問題が持ち上がった．  
島には既にボーリング業者の人達 10 名が 1 つの民宿に投宿していた．そのことも踏ま
えて探査の観測班要員は約 50 名があがっていたので，旅館や民宿など 7 つの宿に分散す
べく宿泊表も作成した．しかし，7 月に 1 軒の旅館（最も収容人員が大きな旅館）と 8 月
に民宿の一軒が店じまいをしてしまったため，急遽残る 5 つの宿に 10 名前後を割り振る
ことになった．民宿の中には一人で切盛っている女主人もいらしたが，何とかお願いして
事なきを得ることができた．しかし，1 件の民宿などは本来 10 名程度の収容容量しかない
のにボーリング業者を含め 20 名近い関係者を受け入れてもらい，朝夕の食事もさること
ながら，20 名の毎日の弁当作りには大変難儀されたことであったろうと恐縮に思うことで
あった．表 1 に参加機関と人数を，表 2 に大学の技術職員名と所属を示した． 
 
表 1 参加機関 
 
 
表 2 技術職員参加者名と所属 




その最深部には 100ｋｇのダイナマイトに 5 個の雷管を埋め込んでいる．ちなみに，ボー
リング業者では雷管を埋め込んだダイナマイトを親ダイ，埋め込まれていないものを増ダ







ガーへ記録されていた 1.2Ｖの電圧は 0Ｖに下がる．この 0Ｖに下がった時刻が発破の時間
であってショットマークと呼んでいる．  
図 3 発破作業の模式図 
     
 図 4 ショットマーク回路 






    

















今回の場合は発破点から 2・8・16・16 km に対して，それぞれ 30・100・
300・900 倍とした．また，波形のスケールアウトを避けるため，あき
チャンネル 2 を使い，2・10・30・100 倍の観測も行った． 
 








外部電池(単 1×4  or  リチウム電池)
GPS アンテナ(GP300) 
 
図 5 観測システム 


























（連絡には NTT 加入回線 4 回線と衛
星電話，10W と 1W の無線電話等を用
いた），緊急対応係り（連絡網にアク
シデントがあった場合などに指揮所
写真 5 地震計設置状況 
    
写真 6 設置作業状況             写真 7 設置完了 
写真 8 発破指揮所 
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6-3．ショット点（2 日目）  
 2 日目には表 4 で示すスケジュールで観測が行われたが，観測方法などについては初日
とほぼ同じであるので記述しない．（この表には記載しなかったが，スケジュールには初















表 3 初日の観測スケジュール表 
表 4 2 日目の観測スケジュール表 


























































写真 10 セミナー風景 
写真 11 食料調達班 














現地滞在 9 日間の観測は 100％成功の元に終了した．帰路のフェリー太陽の待合所では
関係者 40 数名に加えて一般客の人や，観測車輌 9 台の乗船手続きでこれまで経験したこ
とのない混雑さであった．後始末の終了していないボーリング業者に見送られてフェリー
太陽は凪の大隈諸島海域を屋久島へと足を速めていた． 
7-5．想い出 
・口永良部島での星空 
 口永良部島の夜は真っ暗です．星と月の明かりだけだと，夜はこんなにも暗いものなの
だということを知りました．そして，その真っ暗な中で夜空を見たときには“息をのむ”
という表現がぴったりの状態になってしまいました． 
私の実家も，大阪の中ではかなりの星が見れる地域なのですが，口永良部島の星の数は
比べものになりません．“雪は降らないが星は降る”と誰かが言っていました．本当に星が
降ってきそうな夜空で，じっと見ていると目がおかしくなります．天の川を生まれて初め
て見ました．是非その星空の写真を撮りたかったのですが，長時間シャッターを開け，ピ
ントや絞りを固定できる一眼レフか，数十秒～１分程度露光できるコンパクトカメラやデ
ジカメでないと撮影できないと教わりました． 
・湯向温泉 
 私がお世話になった宿の近くには，満潮のときしか入れない混浴の西の湯という温泉し
かありませんでした．湯向温泉は宿から車で 30～40 分のところにあります．なかなか時
間がとれなくて，最終日の船の出港前に大慌てで連れていってもらい 5 分程入浴してきま
した．“仕事柄，いろんな温泉に入ったが湯向温泉は 5 番目以内には入る”という好評と，
“湯の花が浮いているよ”ということを耳にしていたのでとても楽しみにしていました． 
 温泉の建物はこじんまりとしていて，味がありました．しかし，花はどこにも浮いてお
らず，大きいアカのようなものがたくさん浮いていました．湯の花というものがどんなも
のか知らなかったので，私の頭の中では、菜の花が浮いているような温泉をイメージして
いたのです．そのときは，男湯だけ花が浮いているのだなと勝手に思っていました．それ
でも，温泉はじんわりと体を温めてくれ，短かな時間だったけど幸せな一時でした． 
